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◆特産 砂丘長いも 出荷開始
◆第２回地域農業推進大会 開催

「ほくの里」

12018
January

vol.284

リバノス

JA石川かほくhttp://www.kahoku.is-ja.jp/http://www.kahoku.is-ja.jp/



2

の
運勢
１月 牡羊座

3/21 ～ 4/19

【全体運】プレッシャーを感じやすいよう。肩肘を張らず、周囲の言葉に耳を傾けてみると◎。気晴らしには運動がベスト
【健康運】寒さ対策が重要。小まめに動くのも有効　　【幸運の食べ物】キャベツ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
夢
と
希
望
に

満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
方
に

は
当
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
に
対
し
日
頃
か
ら

ご
理
解
、
ご
利
用
を
賜
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
も
旧
年
に
増
し
て
ご
高
配
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
・
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢

　

担
い
手
の
高
齢
化
に
伴
う
離
農
や
後
継

者
不
足
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
や
加
速
す

る
農
政
改
革
へ
の
対
応
な
ど
農
業
を
め
ぐ

る
情
勢
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
三
十
年
産
以
降
の
生
産

調
整
の
見
直
し
、
米
の
直
接
支
払
交
付
金

の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
対
応
方
針
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
。
民
間
主
体
の
生
産
調
整
を

促
す
た
め
、
国
が
米
関
係
団
体
で
つ
く
る

全
国
組
織
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
、
米
の

安
定
取
引
に
向
け
た
産
地
と
中
食
・
外
食

事
業
者
を
結
び
つ
け
る
後
押
し
を
す
る
と

さ
れ
、
飼
料
用
米
の
本
作
化
な
ど
を
進
め

る
水
田
フ
ル
活
用
予
算
は
恒
久
的
に
確
保

と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
組
織
は
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
年
内
発
足
を
目
指

す
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
が
加
わ
ら
な

い
た
め
需
給
緩
和
で
米
価
が
下
落
し
た
場

合
、
Ｊ
Ａ
に
責
任
が
押
し
付
け
ら
れ
な
い

か
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
行
政
や
関
係
機
関

と
連
携
と
り
な
が
ら
需
要
に
応
じ
た
米
生

産
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
の
管
内
農
業

概
況

　

稲
作
に
お
き
ま
し
て
は
、
八
月
の
長
雨

に
よ
る
日
照
不
足
に
よ
り
、作
況
指
数
「
九

十
九
」
で
前
年
と
比
較
し
一
割
を
超
え
る

減
収
と
な
り
、
集
荷
実
績
は
前
年
比
八
十

九
・
二
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
等

米
比
率
に
お
い
て
も
前
年
を
下
回
っ
た
も

の
の
、
依
然
県
下
Ｊ
Ａ
で
も
上
位
の
九
十

・
四
％
と
高
品
質
米
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
石
川
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
新
品
種
「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
は
六
十

三
ト
ン
を
出
荷
い
た
し
ま
し
た
。
青
果
物

で
は
、
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
は
高
単
価
で
推
移

す
る
中
、
順
調
な
出
荷
が
続
き
ま
し
た
。

紋
平
柿
は
、
下
位
等
級
や
規
格
外
果
の
六

次
化
移
行
に
よ
り
出
荷
量
が
増
加
し
ま
し

た
。
と
も
に
過
去
最
高
の
販
売
額
と
出
荷

量
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
松
菜
に
つ

い
て
も
好
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

ダ
イ
コ
ン
は
価
格
が
低
迷
、
ス
イ
カ
は
高

単
価
で
推
移
し
た
も
の
の
生
産
量
の
減
少

に
よ
り
販
売
高
が
減
少
い
た
し
ま
し
た
。

農
協
改
革
を
め
ぐ
る
情
勢

　

平
成
二
十
八
年
四
月
施
行
の
改
正
農
協

法
は
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
お
け
る
非
営

利
規
定
の
廃
止
や
公
認
会
計
士
監
査
の
義

務
付
け
な
ど
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
理
事
構
成
に
つ
い
て
も
過
半
数
を
認

定
農
業
者
や
農
産
物
販
売
・
経
営
の
プ
ロ

と
す
る
こ
と
を
求
め
る
規
定
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
三
十
一
年
の
役
員
選
任
で

は
、
新
た
な
要
件
で
の
選
出
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
年
中
に
選
出
方
針

を
検
討
し
、
皆
様
に
お
示
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
准
組
合
員
規
制

で
は
、
自
己
改
革
の
実
施
状
況
や
利
用
状

況
の
調
査
等
を
実
施
し
た
上
で
、
准
組
合

員
事
業
利
用
規
制
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
を
行
い
、
結
論
を
得
る
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
よ
り
組
合
員
皆
様
に
対
し
、
試
行
調

査
、
三
十
一
年
に
は
本
番
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
実
践

　

規
制
改
革
推
進
会
議
の
「
農
林
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
は
、
更
な

る
改
革
を
推
し
進
め
る
構
え
で
あ
り
、
こ

れ
を
踏
ま
え
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
自
己

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
農
業
者

の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地

域
の
活
性
化
」
の
三
点
を
基
本
目
標
と
し
、

実
現
に
向
け
て
一
層
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
る
所
で
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

代
表
理
事
組
合
長　

井　

上　

信　

一



3

の
運勢
１月 牡牛座

4/20 ～ 5/20

【全体運】フットワークの軽さが幸運の呼び水に。保留されていたことが動き始める予感。少し遠出の旅行も吉
【健康運】規則正しい生活が運気アップのポイント　　【幸運の食べ物】シュンギク

　

当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
も
、
第
一
次
地

域
農
業
振
興
計
画
や
昨
年
六
月
の
第
二
十

三
回
通
常
総
代
会
に
て
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
第
七
次
中
期
三
カ
年
計
画
の
実
践

に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
水
稲
苗
の
高
密
度
播
種
や
直

播
に
よ
る
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
の
実
証

試
験
、
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
の
後
作
利
用
と

し
て
、
ト
マ
ト
養
液
栽
培
の
モ
デ
ル
実
証

な
ど
栽
培
技
術
の
改
善
や
新
た
な
技
術
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
所
得
増
大
、
生
産
の

拡
大
の
実
践
策
と
し
て
普
及
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
六
次
産
業
化
商
品
の
開
発
と

し
て
、「
い
け
な
ら
紫
」
の
甘
納
豆
、
細

う
ど
ん
、
チ
ョ
コ
サ
ン
ド
を
商
品
化
し
ま

し
た
。「
紋
平
柿
タ
ル
ト
」「
ま
こ
も
焼
酎
」

「
ほ
く
の
里
焼
」
と
と
も
に
生
産
物
の
有

効
利
用
と
希
少
価
値
を
売
り
も
の
に
し
た

ブ
ラ
ン
ド
戦

略
に
よ
る
販

売
強
化
に
つ

な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
担
い

手
確
保
が
問

題
と
な
っ
て

い
る
中
、
地

域
農
業
の
生

産
構
造
の
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

集
落
営
農
の
組
織
と
法
人
化
を
進
め
る
一

方
で
、
昨
年
三
月
に
は
三
十
五
組
織
か
ら

な
る
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会
を
設
立

し
、
集
落
営
農
組
織
の
事
業
・
運
営
の
活

性
化
と
地
域
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
四
月
に

「
ほ
の
ぼ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
立
ち
上

げ
、
全
国
Ｊ
Ａ
初
の
二
十
四
時
間
対
応
介

護
事
業
と
併
せ
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

と
地
域
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
す
る
生
活
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
厳
し
い
農
業
環
境

の
中
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
今
後

と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と

も
に
、
組
合
員
、
並
び
に
ご
家
族
の
一
層

の
ご
多
幸
を
記
念
し
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

旧
年
中
は
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ず
倍
旧
の
ご
愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 謹

ん
で
新
年
の

　
　
　

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

代
表
理
事
専
務 

種
本　
　

博

常
務
理
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西
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一
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〃
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事 

安
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正
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〃

 

池
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陽
一

〃

 

松
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友
信

〃

 

寺
井　

浩
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代
表
監
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中
村　
　

壽

常
勤
監
事 

木
上　

達
也

監　
　

事 

角
井　
　

曻

〃

 

大
畑　

俊
一

員
外
監
事 

髙
橋　
　

勲

苗移植状況の調査

「いけなら紫」六次化商品
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の
運勢
１月

　

公
益
社
団
法
人
大
日
本
農
会
は
十
一

月
十
五
日
、
東
京
都
港
区
赤
坂
の
石
垣

記
念
ホ
ー
ル
で
平
成
二
十
九
年
度
の
農

事
功
績
者
表
彰
式
を
開
催
し
、
か
ほ
く

市
大
崎
の
喜
綿
雅
之
さ
ん
と
当
Ｊ
Ａ
の

種
本
博
代
表
理
事
専
務
が
受
章
し
ま
し

た
。

　

喜
綿
雅
之
さ
ん
は
「
農
事
功
労
者 

緑

白
綬
有
功
章
」
を
受
章
。
か
ほ
く
市
大

崎
在
住
で
、
長
年
に
わ
た
り
砂
丘
地
に

お
け
る
ス
イ
カ
、
ダ
イ
コ
ン
の
露
地
野

菜
専
作
経
営
を
実
践
し
、
こ
れ
に
甘
藷

を
導
入
し
二
年
三
作
栽
培
体
系
を
確
立
。

栽
培
技
術
改
善
、
系
統
の
育
成
等
に
よ

り
甘
藷
栽
培
を
安
定
化
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
生
産
組
合
の
設
立
や
集
出
荷
施
設

等
の
整
備
に
尽

力
し
、
ス
イ
カ
、

ダ
イ
コ
ン
の
産

地
化
に
貢
献
。

甘
藷
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
地
域
特

産
品
育
成
や
食

育
等
に
よ
り
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

種
本
専
務
は
「
農
業
改
良
普
及
功
労

者 

緑
白
綬
有
功
章
」
を
受
章
。
か
ほ
く

市
気
屋
在
住
で
、
長
年
に
わ
た
り
農
業

改
良
普
及
員
、
専
門
技
術
員
、
試
験
場

研
究
員
の
立
場
か
ら
、
一
貫
し
て
農
業

経
営
者
の
経
営
発
展
に
向
け
た
支
援
活

動
を
精
力
的
に
行
う
と
と
も
に
、
経
営

感
覚
に
優
れ
た
普
及
員
の
育
成
に
尽
力

し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
十
五
か
ら
十
六

年
、
農
業
改
良
助
長
法
の
改
正
の
大
き

な
転
換
期
に
あ
っ
て
、
全
国
農
業
改
良

普
及
職
員
協
議
会
の
会
長
を
務
め
、
普

及
事
業
の
改
革
・
維
持
に
尽
力
。
退
職

後
は
、
各
種
検
討
会
の
座
長
や
委
員
を

務
め
る
な
ど
、
全
国
段
階
で
普
及
活
動

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

双子座
5/21 ～ 6/21

【全体運】気力が長続きしにくい月。あれもこれもと手を広げると、全てが中途半端になりがち。開運には寺社参拝へ
【健康運】ゆったり過ごして。適度な休息を大切に　　【幸運の食べ物】シジミ

　

当
Ｊ
Ａ
は
十
一
月
十
九
日
、
か
ほ
く

市
学
園
台
の
石
川
県
立
看
護
大
学
で
、

今
年
度
第
二
回
目
の
地
域
農
業
推
進
大

会
を
開
催
し
、
認
定
農
業
者
を
は
じ
め
、

集
落
営
農
組
織
や
園
芸
部
会
、
女
性
大

学
関
係
者
な
ど
、
約
二
百
五
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

井
上
信
一
代
表
理
事
組
合
長
の
あ
い

さ
つ
後
、「
こ
れ
か
ら
の
農
政
と
農
協

へ
の
期
待
」
と
題
し
、
山
田
と
し
お
参

議
院
議
員
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

規
制
改
革
推
進
会
議
の
動
向
や
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
地
域
農
業
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
求
め
ら
れ
る
課
題
な
ど
を
話
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
「
Ｊ
Ａ
は
農
業
所
得
増
大
に

い
か
に
取
り
組
み
、
地
域
の
暮
ら
し
に

い
か
に
貢
献
す
る
か
」
と
題
し
、
地
域

実
践
者
の
六
名
の
方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
県
ル
ビ
ー
ロ
マ

ン
研
究
会
の
大
田
昇
会
長
、
Ｊ
Ａ
集
落

営
農
組
織
連
絡
協
議
会
の
向
正
則
会
長
、

河
北
潟
小
松
菜
生
産
部
会
の
笠
間
勝
弘

部
会
長
、
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
杉
村
佳
津
子
所
長
、
宇
ノ
気
支
店
あ

じ
さ
い
倶
楽
部
の
荒
木
千
佳
子
代
表
、

当
Ｊ
Ａ
の
種
本
博
代
表
理
事
専
務
の
六

名
。
ま
た
愛
媛
大
学
の
村
田
武
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
な
ど
、
大
変
有
意

義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
水
田
農
業
で
は
農
業
政

策
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
会
場
か
ら
は
直

播
（
ち
ょ
く
は
）
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化

の
効
果
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
を
行
っ

た
二
営
農
組
織
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
参
加
者
か
ら
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地

域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当

者
）
体
制
の
充
実
や
消
費
者
の
声
を
吸

い
上
げ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

農
事
功
績
表
彰
を

受
章

地
域
貢
献
で
議
論

（
第
二
回
地
域
農
業
推
進
大
会
開
催
）

受章した種本代表理事専務

受章した喜綿雅之さん
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の
運勢
１月

　

北
陸
三
県
和
牛
子
牛
共
進
会
は
十

一
月
十
五
日
、
和
牛
品
評
会
を
金
沢

市
の
家
畜
市
場
で
開
催
し
、
内
灘
町

湖
西
の
「
農
事
組
合
法
人 

た
に
う
ち

牧
場
」
が
、
雌
牛
出
品
頭
数
五
十
一

頭
の
中
で
最
優
秀
「
北
陸
農
政
局
長

賞
」（
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
品
評
会
後
の
セ
リ
に
て
六

十
三
万
円
（
税
抜
き
）
の
上
々
な
価

格
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

蟹　座
6/22 ～ 7/22

【全体運】気まぐれになり、人を振り回してしまいそう。言動をコロコロ変えないこと。好きな曲でテンションを上げて
【健康運】おおむね良好。ダンスやスポーツを楽しんで　　【幸運の食べ物】ユリ根

た
に
う
ち
牧
場 

栄
冠

　

津
幡
町
立
刈
安
小
学
校
で
十
一
月
十

一
日
、
収
穫
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
児
童
二
十
六
名
と
寺
尾
保
育
園

園
児
二
十
名
、
ま
た
保
護
者
や
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
な
ど
百
五
十

名
が
参
加
し
、
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

同
児
童
の
収
穫
体
験
発
表
か
ら
合
唱
、

そ
し
て
九
月
に
稲
刈
体
験
で
収
穫
し
た

「
カ
グ
ラ
モ
チ
」
で
餅
つ
き
を
し
ま
し

た
。
ま
た
地
元
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
い
、

保
護
者
ら
の
手
作
り
に
よ
る
「
め
っ
た

汁
」、「
ち
ら
し
寿
司
」
な
ど
、
み
ん
な

で
楽
し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
児
童
ら
は
参
加
し
た
人
た
ち

へ
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く

収
穫
感
謝
祭

　

石
川
か
ほ
く
長
い
も
部
会
は
十
一
月

十
日
、
か
ほ
く
市
特
産
「
砂
丘
長
い
も
」

の
出
荷
を
開
始
し
、
三
人
の
生
産
者
が

百
三
ケ
ー
ス
（
約
六
百
キ
ロ
）
を
、
当

Ｊ
Ａ
北
部
育
苗
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
み

ま
し
た
。

　

同
部
会
員
ら
が
規
格
基
準
等
を
厳
選

に
確
認
後
、
検
査
を
実
施
し
、
品
種
ご

と
に
丁
寧
に
箱
詰
め
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
茎
葉
の
伸
張
や
展
開
を
促
す

六
月
上
旬
が
低
温
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

生
育
や
収
量
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
昨

年
同
様
、
十
二
月
中
旬
ま
で

に
約
三
ト
ン
の
出
荷
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

収
穫
は
、
生
産
者
が
三
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
行
い
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の

圃
場
で
掘
り
取
り
ま
す
。
地

元
建
設
業
者
の
協
力
の
下
、

重
機
で
長
い
も
が
埋
ま
る
周

辺
の
土
を
深
さ
一
メ
ー
ト
ル

以
上
掘
り
起
こ
し
ま
す
。
先

端
部
分
が
見
え
た
の
を
確
認

す
る
と
、
手
作
業
で
ま
わ
り

の
土
を
か
き
分
け
ま
す
。

　

重
労
働
の
た
め
生
産
者
は

長
い
も
を
折
ら
な
い
よ
う
、

ま
た
ケ
ガ
が
な
い
よ
う
注
意
し
て
掘
り

上
げ
ま
す
。

　

収
穫
後
、
天
日
干
し
や
納
屋
で
扇
風

機
を
使
い
、
約
二
週
間
乾
燥
さ
せ
て
水

分
を
抜
く
こ
と
で
収
穫
時
か
ら
、
さ
ら

に
粘
り
が
強
く
な
り
ま
す
。

　
「
砂
丘
長
い
も
」
は
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

と
し
た
食
感
と
強
い
粘
り
が
特
徴
。
同

部
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
粘
り
の
強
さ

が
違
う
「
と
っ
く
り
」、「
ト
ロ
フ
ィ
ー
」、

「
ネ
バ
リ
ス
タ
ー
」
の
三
品
種
を
約
二
・

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

特
産 

砂
丘
長
い
も 

出
荷
開
始

受賞した谷内潤二郎代表理事餅つきを楽しむ児童ら

規格基準を確認する部会員
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の
運勢
１月

　

当
Ｊ
Ａ
は
十
一
月
十
日
、
Ｊ
Ｒ
金
沢

駅
の
金
沢
百
番
街
く
つ
ろ
ぎ
館
二
階
Ａ

ガ
イ
ヤ
で
、
紫
色
の
イ
ン
ゲ
ン
豆
の
稀

少
種
「
い
け
な
ら
紫
」
を
使
っ
た
新
商

品
の
試
食
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
食
商
品
は
豆
の
形
を
そ
の
ま
ま
生

か
し
た
「
甘
納
豆
」、
炒
っ
て
粉
末
状

に
し
た
「
い
け
な
ら
紫
」
を
練
り
込
ん

だ
「
細
う
ど
ん
」、「
チ
ョ
コ
サ
ン
ド
」

の
三
品
。

　

駅
構
内
と
あ
っ
て
、
県
外
の
旅
行
者

や
出
張
者
が
多
く
、「
い
け
な

ら
紫
」
の
生
豆
の
鮮
や
か
な
紫

色
に
目
を
止
め
た
。
な
か
で
も

イ
ン
ゲ
ン
豆
の
甘
納
豆
は
珍
し

い
こ
と
か
ら
三
〜
四
箱
買
い
求

め
る
旅
行
者
ら
も
い
ま
し
た
。

　
「
い
け
な
ら
紫
」
は
、
古
く

か
ら
津
幡
町
の
中
山
間
地
で
自

家
用
に
ほ
そ
ぼ
そ
と
栽
培
さ
れ

て
き
た
イ
ン
ゲ
ン
豆
の
一
種
。

直
径
五
ミ
リ
で
鮮
や
か
な
紫
色

と
皮
が
薄
く
、
ホ
ク
ホ
ク
と
し

た
食
感
が
特
徴
で
す
。
二
〇
一

〇
年
に
行
っ
た
調
査
の
結
果
、

現
在
流
通
し
て
い
る
イ
ン
ゲ
ン

豆
の
品
種
に
該
当
す
る
も
の
が

な
く
、
稀
少
種
で
あ
る
こ
と
が

判
明
。
同
町
池
ケ
原
地
区
で
栽
培
さ
れ

て
い
た
イ
ン
ゲ
ン
豆
の
中
か
ら
品
質
が

優
れ
た
も
の
を
選
び
、
二
〇
一
四
年
か

ら
い
し
か
わ
里
山
創
生
フ
ァ
ン
ド
事
業

（
現
振
興
フ
ァ
ン
ド
事
業
）
を
活
用
し
、

生
産
拡
大
と
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
の
山
﨑
志
朗
営
農
企
画
課
長

は
「
今
後
も
い
け
な
ら
紫
の
試
食
販
売

な
ど
を
行
い
、
多
く
の
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
け
な
ら
紫 

Ｐ
Ｒ

　

十
一
月
十
二
日
、
か
ほ
く
市
七
塚
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
「
か
ほ
く

四
季
ま
つ
り
〜
か
に
カ
ニ
合
戦　

海
の

幸
・
山
の
幸
ま
つ
り
〜
」
が
開
催
さ
れ
、

旬
の
味
覚
を
求
め
る
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
今
回
は
同
市
と
災
害

協
定
を
結
ぶ
長
野
県
駒
ヶ
根
市
も
参
加
。

　

油
野
和
一
郎
か
ほ
く
市
長
の
あ
い
さ

つ
後
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
当
Ｊ
Ａ
の
宇
ノ
気
支
店
職
員
に
よ

る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
ち
つ
き
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　

　

油
野
市
長
ら
が
杵
を
振
り
、
テ
ン
ポ

良
く
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
つ
き
た
て
の

餅
は
、
同
支
店
職
員
が
丸
め
て
き
な
粉

を
ま
ぶ
し
、
募
金
に
応
じ
た
人
た
ち
へ

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
五
臼
分
準
備
さ

れ
た
餅
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

場
内
は
、
県
産
ブ
ラ
ン
ド
「
加
能
ガ

ニ
」
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
や
コ
ウ
バ
コ
ガ
ニ
が
た
く
さ

ん
並
び
、
ま
た
「
カ
ニ
雑
炊
」、「
焼
き

ガ
ニ
」、「
カ
ニ
汁
」
な
ど
も
販
売
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
が
カ
ニ
グ
ル
メ
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
産
物
即
売
会
も
行
わ
れ
、

同
市
特
産
大
崎
さ
つ
ま
い
も
「
か
ほ
っ

く
り
」、「
砂
丘
長
い
も
」、
柿
「
高
松

紋
平
」
な
ど
が
テ
ン
ト
に
並
び
、
早
々

に
売
り
切
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ほ
く
市
の
秋
の
味
覚 

大
集
合

（
か
ほ
く
四
季
ま
つ
り
開
催
）

か

【全体運】物事をネガティブに考えやすい時期。持ち前の明るさを忘れずに。また、うわさ話に興味を持つのも運気低下のもと
【健康運】疲れたら、ゆっくり休んで。自愛が必須　　【幸運の食べ物】ブリ

獅子座
7/23 ～ 8/22

もちを求める来場者ら 力強く杵をふるう油野市長

「甘納豆」を試食する旅行者ら

ほ
く

（
か
ほ

１
支
店
１
協
同
活
動
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の
運勢
１月 【全体運】にぎやかで華やかなことに縁があります。新年会やパーティーといった席には積極的に顔を出して。観劇も刺激大

【健康運】体操など、軽い運動が元気キープの秘訣（ひけつ）　　【幸運の食べ物】レモン
乙女座
8/23 ～ 9/22

　

高
松
紋
平
柿
生
産
組
合
は
十
一
月
二

十
日
、
か
ほ
く
市
内
六
校
の
小
学
三
年

生
（
二
百
七
十
七
人
）
を
対
象
に
、
同

市
夏
栗
の
当
Ｊ
Ａ
高
松
集
出
荷
場
で
、

特
産
の
大
玉
柿
「
高
松
紋
平
」
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
岩
野
伸
一
組
合
長
が
挨
拶

し
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
櫻
井
和
幸
さ
ん
か
ら

「
高
松
紋
平
」
の
由
来
や
出
荷
、
施
設

内
の
装
置
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
児
童

か
ら
「
一
本
の
木
か
ら
何
個
の
柿
が
取

れ
ま
す
か
」、「
柿
の
木
は
、
全
部
で
何

本
あ
り
ま
す
か
」
な
ど
の
質
問
に
は
、

岩
野
組
合
長
を
は
じ
め
、
生
産
者
ら
が

丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

生
憎
の
天
気
で
圃
場
で
の
収
穫
体
験

は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
使
っ
た
渋
抜
き
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
組
合
員
の
指
導
の
下
、
渋
柿
を

児
童
が
二
個
ず
つ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
箱
に
き
れ
い
に
並
べ
、
箱
い
っ
ぱ
い

に
な
る
と
、
そ
の
上
に
新
聞
紙
を
置
き
、

脱
渋
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ま
せ
た
脱

脂
綿
を
乗
せ
、
フ
タ
を
被
せ
ガ
ム
テ
ー

プ
で
密
封
し
ま
し
た
。
果
実
の
渋
が
抜

け
る
ま
で
に
約
十
日
間
か
か
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
持
ち
帰
り
開
封
を

心
待
ち
に
し
ま
す
。

　

同
組
合
は
食
農
教
育
と
地
産
地
消
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
収
穫
・
脱
渋
体
験

を
実
施
し
て
お
り
、
児
童
が
か
ほ
く
市

特
産
「
高
松
紋
平
」
に
触
れ
合
う
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

特
産
高
松
紋
平
も
っ
と
知
ろ
う

（
紋
平
柿
脱
渋
体
験
）

選別作業を説明する櫻井さん 発泡スチロールに柿を入れる児童たち

　

当
Ｊ
Ａ
は
十
一
月
二
十
八
日
、
加
賀

市
文
化
会
館
で
平
成
二
十
九
年
度
Ｊ
Ａ

石
川
か
ほ
く
共
済
友
の
会
大
会
を
開
催

し
、
八
十
人
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
お
も
い
で
酒
」
が
大
ヒ

ッ
ト
と
す
る
な
ど
、
数
多
く
の
歌
謡
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
る
小
林
幸
子
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
、「
紅
白
歌
合

戦
」
で
も
お
な
じ
み
の
ス
テ
ー
ジ
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
た
豪
華
絢
爛
な
衣
装
に

身
を
包
み
登
場
し
、
歌
と
ト
ー
ク
を
披

露
。

　

参
加
者

は
、
華
や

か
で
笑
い

に
満
ち
た

約
二
時
間

の
シ
ョ
ー

を
楽
し
み

ま
し
た
。

歌
で
聴
か
せ
ト
ー
ク
で
楽
し
ま
せ

共
済
友
の
会
『
小
林
幸
子
歌
謡
シ
ョ
ー
』

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
歌
手

三
輪
一
雄
さ
ん
は
十
一
月
十
一
日
、
津

幡
町
文
化
会
館
「
シ
グ
ナ
ス
」
で
九
州

北
部
豪
雨
の
被
災
者
支
援
を
目
的
と
し

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
仲
間
と
開

催
し
、
と
も
に
復
興
を
願
い
会
場
に
歌

声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

三
輪
さ
ん
は
、
リ
リ
ー
ス
前
の
新
曲

｢

の
と
千
里
浜
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ｣

で

幕
を
開
け
、「
能
登
さ
く
ら
駅
」、「
能

登
空
港
」
な
ど
も
披
露
し
ま
し
た
。

　

三
輪
さ
ん
の
仲
間
と
し
て
、

当
Ｊ
Ａ
職
員
を
含
む
九
組
が

集
い
、
歌
と
ダ
ン
ス
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
城

県
出
身
の
歌
手
若
葉 

舞
さ
ん
も
ゲ
ス

ト
出
演
す
る
な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

三
輪
さ
ん
は
来
春
、
義
援
金
を
も
っ

て
九
州
地
区
に
赴
き
、
被
災
地
で
慰
問

公
演
を
行
う
予
定
で
す
。

復
興
願
い

仲
間
と
歌
声
響
か
せ

熱唱する三輪一雄さん
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の
運勢
１月

　

津
幡
支
店
は
十
一
月
十
九
日
、
本
店

で
陶
芸
教
室
を
開
催
し
、
管
内
の
家
族

連
れ
な
ど
、
二
十
八
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
が
三
回
目
と
な
る
陶
芸
教
室
。

講
師
に
は
、
陶
芸
に
精
通
し
て
い
る
地

元
の
加
茂
一
司
さ
ん
を
は
じ
め
、
西
尾

嘉
二
夫
さ
ん
、
松
本
義
之
さ
ん
の
三
名
。

　

は
じ
め
に
講
師
か
ら
粘
土
の
こ
ね
方

や
手
回
し
の
「
ろ
く
ろ
」
の
使
用
法
な

ど
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
次
に
「
ろ

く
ろ
」
上
で
底
面
を
作
り
、
棒
状
に
伸

ば
し
た
粘
土
の
紐
を
積
み
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。
四
段
目
か
ら
は
高
さ
で
バ
ラ

ン
ス
が
難
し
く
な
り
、
途
中
苦
戦
し
て

い
ま
し
た
が
、
講
師
ら
の
手
を
借
り
る

な
ど
、
徐
々
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
作
品
作
り
で
は
、
コ
ツ
を

つ
か
ん
だ
の
か
、
手
回
し
の
「
ろ
く
ろ
」

や
「
竹
べ
ら
」
な
ど
を
上
手
く
使
い
、

作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
世
界
に
二
つ

と
な
い
自
分
の
作
品
に
満
足
げ
で
し
た
。

　

こ
の
後
、
乾
燥
・
素
焼
き
・
色
付
け

・
本
焼
き
の
作
業
を
講
師
ら
が
行
い
、

一
月
下
旬
に
出
来
上
が
り
ま
す
。
参
加

者
は
自
分
の
作
品
の
仕
上
が
り
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。

し
い
手
作
り
陶
芸
教
室

楽

天秤座
9/23～10/23

【全体運】珍しく感情的になりやすいかも。深呼吸で心を静めて。趣味や好きなことを満喫する時間を持つとラッキー
【健康運】運動不足になる暗示。体重増を招きがち　　【幸運の食べ物】のり

　

津
幡
東
支
店
は
十
一
月
一
日
、
支
店

活
性
化
委
員
・
役
職
員
が
集
い
、
支
店

周
辺
の
美
化
運
動
、
ふ
る
ま
い
鍋
を
行

い
ま
し
た
。

　

美
化
運
動
は
支
店
近
く
の
交
差
点
を

中
心
に
、
半
径
一
キ
ロ
周
辺
の
ゴ
ミ
拾

い
を
四
班
に
分
け
開
始
。
穏
や
か
な
秋

晴
れ
の
中
、
途
中
委
員
ら
は
、
地
域
の

人
た
ち
と
親
し
げ
に
会
話
を
楽
し
み
、

ま
た
職
員
と
親
交
を
深
め
な
が
ら
、
協

力
し
て
道
端
に
落
ち
て
い
る
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
な

ど
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

美
化
運
動
終
了
後
の
ふ
る
ま
い

鍋
で
は
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く

産
直
会
員
が
栽
培
す
る
野
菜
や
同

委
員
ら
が
育
て
た
サ
ト
イ
モ
な
ど

を
使
っ
た
「
い
も
鍋
」
二
百
食
が
、
ま

た
県
産
米
の
新
品
種
「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」

の
お
に
ぎ
り
三
百
個
が
用
意
さ
れ
、
会

場
へ
詰
め
掛
け
た
多
く
の
人
た
ち
へ
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。「
美
味
し
い
！
」
声

が
一
層
、
場
内
を
賑
や
か
に
し
ま
し
た
。

　

岡
田
同
委
員
長
は
「
こ
の
活
動
を
通

し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
広

が
り
、
関
係
が
深
く
な
っ
た
と
実
感
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

地
域
の
人
と
の

交
流
を
広
げ
よ
う

「ひゃくまん穀」米の
おにぎり

ゴミ拾いをする支店活性化委員ら

仕上がった１つ目の作品 積み上げ作業中の参加者

活性化委員手作り「いも鍋」

月
十
九

１
支
店
１
協
同
活
動

月

交
流

１
支
店
１
協
同
活
動
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の
運勢
１月 蠍　座

10/24～11/22

【全体運】視野を広げるチャンス。いろいろな分野に興味を持ってみて。新しい趣味や習い事をスタートすると好結果に
【健康運】心に余裕を持つことで、運気回復の兆し　　【幸運の食べ物】伊勢エビ

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く
「
そ
く
さ
い

か
ん
」
産
直
部
会
は
十
一
月
二
十
五
日

と
二
十
六
日
、
日
頃
の
利
用
に
感
謝
を

込
め
て
「
感
謝
祭
」
を
開
催
し
、
多
く

の
来
店
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
二
十
五
日
は
、
産
直
部
会
女

性
部
が
地
元
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
「
め
っ
た
汁
」、
秋
の
深
ま
り
を
感

じ
る
「
こ
け
ご
は
ん
」
な
ど
を
販
売
。

求
め
る
長
蛇
の
列
が
で
き
、
瞬
く
間
に

売
り
切
れ
ま
し
た
。

　

二
十
六
日
に
は
、「
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
」
が
催
さ
れ
、
早
朝
か
ら
た
く

さ
ん
の
来
店
者
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
地
元
出
身
歌
手
の
三
輪
一

雄
さ
ん
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
場
内
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

　

今
年
二
回
目
と
な
る
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
。
水
温
が
下
が
る
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
旬
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
産
本
マ
グ
ロ
六
十
七
キ
ロ
（
二

百
五
十
か
ら
三
百
食
分
）
が
、
解
体
職

人
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
捌
か
れ
ま
し
た
。

大
と
ろ
や
中
と
ろ
に
分
け
ら
れ
販
売
、

瞬
く
間
に
完
売
し
ま
し
た
。
ま
た
解
体

シ
ョ
ー
に
先
立
ち
、「
重
さ
当
て
ク
イ

ズ
」
を
実
施
し
、
二
名
の
来
店
者
が
見

事
に
当
て
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

く
さ
い
か
ん
感
謝
祭

そ

　

河
北
郡
市
農
業
振
興
協
議
会
内
灘
町

支
部
と
当
Ｊ
Ａ
内
灘
支
店
は
十
一
月
十

九
日
、
内
灘
町
役
場
庁
舎
内
に
お
い
て

「
元
気
内
灘
と
れ
た
て
市
」
を
開
催
し
、

地
元
内
灘
町
の
生
産
者
が
栽
培
し
た
「
と

れ
た
て
新
鮮
野
菜
」
約
二
十
種
類
が
並

び
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
ず
、
急
き
ょ

庁
舎
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
鮮
で
安
全
・
安
心
の
地
元
野
菜
を
求

め
る
多
く
の
来
場
者
で
、
白
菜
や
ネ
ギ
、

サ
ト
イ
モ
な
ど
並
べ
ら
れ
た
野
菜
が
、

瞬
く
間
に
売
り
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
う

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

大とろを求める来店者ら

大鍋のあつあつめった汁

　

農
林
中
央
金
庫
で
は
毎
年
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
店
舗

表
彰
基
準
に
基
づ
き
全
国
の
七
千
七
百
あ
ま
り

の
店
舗
を
対
象
に
、
上
位
二
百
店
舗
ま
で
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
、
当

Ｊ
Ａ
の
津
幡
東
支
店
が
入
賞
し
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
当
支
店
は
今
回
で
五
度
目
の
受
賞
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
理
事
会
の
席
上
に
お
い
て
、

井
上
信
一
代
表
理
事
組
合
長
よ
り
山
田
正
義
津

幡
東
支
店
長
へ
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

五
度
目
の
受
賞 

津
幡
東
支
店

平
成
二
十
八
年
度
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
店
舗
表
彰理事会で表彰を受ける山田正義津幡東支店長 賑わいを見せる庁舎内

第
四
回

内
灘
と
れ
た
て
市
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の
運勢
１月 射手座

11/23～12/21

【全体運】物事を強気で進めるのには不向き。しっかり足元を見詰め、着実な歩みを目指して。精神的な部分の強化に最適
【健康運】食生活が乱れやすい月。節制を心掛けて　　【幸運の食べ物】キウイフルーツ

　

宇
ノ
気
支
店
は
十
一
月
十
三
日
か
ら

支
店
内
に
お
い
て
、
竹
細
工
展
を
開
催

し
、
来
店
者
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

作
品
は
、
か
ほ
く
市
内
日
角
在
住
の

林 

栄
一
さ
ん
の
手
作

り
。
細
か
く
編
み
出

さ
れ
る
模
様
は
繊
細

で
美
し
く
、
ま
た
馴

染
み
深
い
ト
ン
ボ
を

は
じ
め
、
ク
ワ
ガ
タ

や
カ
マ
キ
リ
、
カ
ニ

な
ど
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

竹
細
工
展
は
、
十
二
月
末
ま
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

竹
細
工
展 

開
催

　

当
Ｊ
Ａ
は
本
店
で
十
一
月
十
五
日
、

第
一
回
目
の
役
職
員
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を

開
催
し
、
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

津
幡
町
消
防
本
部
の
救
急
救
命
士
四

名
の
指
導
の
下
、
緊
急
時
心
肺
蘇
生
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

実
技
で
は
四
班
に
分
か
れ
、
実
際
に

人
形
を
使
っ
た
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
か
ら

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
三
年

毎
に
更
新
。
ま
た
当
Ｊ
Ａ
で
は
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
本
店
を
は
じ
め
、
各

支
店
な
ど
の
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
、

い
ざ
と
い
う
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
は
十
一
月
中
に
計
五
回
行
わ

れ
、
全

役
職
員

が
講
習

を
終
了

し
ま
し

た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

開
催

　

十
一
月
十
四
日
、
平
成
二
十
九
年
度

Ｊ
Ａ
共
済
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
金
沢
市

の
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
県
内

の
十
三
Ｊ
Ａ
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
事
前
に
決
め
ら
れ
て
い
て
、

ど
の
よ
う
に
お
客
様
に
説
明
す
る
か
は

自
由
。
出
場
者
は
八
分
の
制
限
時
間
内

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
出
し
、
思
い

思
い
の
資
材
を
用
意
し
て
、
自
動
車
共

済
推
進
の
話
法
を
競
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
津
幡
東
支
店
の
荒

木
珠
生
さ
ん
が
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
、
ま
た
村
井
敬
也
さ
ん
が
お
客

様
役
と
し
て
出
場
し
、
親
し
み
や
す
い

ト
ー
ク
と
共
感
力
で
素
晴
ら
し
い
演
技

を
み
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
二
十
五
日
に
は
石
川

県
農
業
会
館
で
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
石
川
窓
口

セ
ー
ル
ス
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
県
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
県
内

の
十
四
Ｊ
Ａ
が
出
場
。「
窓
口
に
来
店

し
た
お
客
様
に
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

提
案
」
を
テ
ー
マ
に
競
い
ま
し
た
。
当

Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
津
幡
東
支
店
の
三
十
苅

伶
奈
さ
ん
が
窓
口
役
、
後
方
支
援
は
角 

妃
奈
乃
さ
ん
、
お
客
様
役
と
し
て
尾
村

友
里
恵
さ
ん
の
三
名
で
出
場
し
、
日
頃

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
出
し
て
演

技
。

　

結
果
は
惜
し
く
も
、
信
用
・
共
済
と

も
に
入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
出
場
者
は｢

こ
の
大
会
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
セ
ー
ル
ス
に
生

か
し
た
い
で
す
。｣

と
、
全
員
が
前
向

き
に
今
後
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

用
・
共
済

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
コ
ン
ク
ー
ル

信

三十苅さん（中央）、角さん（右）、尾村さん（左） ロープレを行う荒木さん（手前 村井さん）

心臓マッサージをする職員ら
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の
運勢
１月 山羊座

12/22 ～ 1/19

【全体運】やる気が高まる活動期。自然と長所が表に出そう。アクティブに動くことで、さらなる発展や成長が期待できます
【健康運】ストレッチやヨガは、体調に好影響あり　　【幸運の食べ物】ナガイモ

一
、
五
月
〜
七
月
に
か
け
て
の
生
育
概
況

　

草
丈
は
分
げ
つ
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

平
年
並
か
ら
や
や
短
く
経
過
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
平
年
よ
り
や
や
長
く
経
過
し
ま
し
た
。

　

茎
数
は
ゆ
め
み
づ
ほ
は
、
平
年
よ
り
や
や

多
い
傾
向
で
あ
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
五
月

中
は
平
年
並
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
平
年
並
と
な
り
最
高
分
げ
つ
期
以
降
や

や
少
な
く
な
く
経
過
し
ま
し
た
。

　

葉
色
は
平
年
並
に
推
移
し
た
が
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
幼
穂
形
成
期
頃
、
平
年
よ
り
や
や
淡

く
経
過
し
ま
し
た
。

●
苗　

質

　

苗
質
は
、
草
丈
及
び
第
一
鞘
高
は
平
年

よ
り
長
く
、
葉
の
展
開
は
や
や
遅
い
傾
向

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
苗
の
充
実
度
（
乾
物

重
／
草
丈
）
は
平
年
並
か
ら
高
く
、
苗
質

は
良
好
で
し
た
。

●
田　

植

　

田
植
時
期
は
、
始
期
が
四
月
二
十
八
日
、

盛
期
が
五
月
一
日
で
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
時

期
と
な
り
ま
し
た
。

●
活
着
状
況

田
植
後
は
、
気
温
が
高
く
荒
天
も
な
く
経

過
し
た
た
め
、
活
着
は
良
好
で
し
た
。

●
分
げ
つ
期

・
分
げ
つ
初
期
（
五
月
上
〜
中
旬
）

　

草
丈
は
、
ゆ
め
み
づ
ほ
で
や
や
短
く
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
で
平
年
並
か
ら
や
や
長
く
、

茎
数
は
平
年
並
で
し
た
。
葉
数
の
展
開

は
、
平
年
並
で
あ
っ
た
。

・
分
げ
つ
中
期
（
五
月
下
旬
〜
六
月
上
旬
）

　

草
丈
は
平
年
並
か
ら
や
や
短
く
経
過

し
、
分
げ
つ
の
発
生
旺
盛
で
茎
数
は
ゆ

め
み
づ
ほ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
も
平
年
並

み
に
推
移
し
ま
し
た
。
な
お
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
で
は
圃
場
に
よ
る
茎
数
の
バ
ラ
ツ

キ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

・
分
げ
つ
終
期
（
六
月
中
旬
〜
最
高
分
げ
つ
期
）

　

草
丈
は
短
く
経
過
し
、
茎
数
は
ゆ
め

み
づ
ほ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
も
に
平
年
並

で
あ
っ
た
。
最
高
分
げ
つ
期
は
、
ゆ
め

み
づ
ほ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
も
六
月
二
十

三
日
頃
で
あ
っ
た
。

・
最
高
分
げ
つ
期
〜
幼
穂
形
成
期

　

草
丈
は
平
年
や
や
短
く
経
過
し
、
茎

数
は
ゆ
め
み
づ
ほ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
も

平
年
並
み
に
推
移
し
ま
し
た
。
葉
色
は

ゆ
め
み
づ
ほ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
平
年
並

み
の
傾
向
で
あ
っ
た
。

・
穂
ば
ら
み
期
〜
出
穂
期

　

草
丈
は
平
年
並
み
、
茎
数
は
ゆ
め
み

づ
ほ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
も
平
年
並
と
な

っ
た
。

二
、
出
穂
期

○
ゆ
め
み
づ
ほ
：
七
月
十
六
〜
十
八
日
で
平

年
並
み
〜
二
日
程
度
早
ま

り
ま
し
た
。

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
：
平
坦
部
で
七
月
二
十
六
〜

二
十
七
日
、
山
間
部
で
七

月
二
十
八
〜
二
十
九
日
と

平
年
に
比
べ
て
二
〜
三
日

程
度
早
ま
り
ま
し
た
。

三
、
成
熟
期

　

平
年
よ
り
一
〜
三
日
遅
く
な
り
ま
し
た
。

早
生　

津
幡
町
七
黒
：
八
月
二
十
一
日

（
平
年
比　

三
日
遅
）

か
ほ
く
市
狩
鹿
野
：
八
月
二
十
日

（
平
年
比　

三
日
遅
）

中
生　

か
ほ
く
市
森
：
九
月
四
日

（
平
年
比
三
日
遅
）

津
幡
町
下
河
合
：
九
月
七
日

（
平
年
比
一
日
遅
）

四
、
作
柄
指
数

（
北
陸
農
政
局　

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
公
表
、

十
月
十
五
日
現
在
）

石
川
県
全
体
：
九
十
九　

加
賀
地
区
：
九
十
九　

能
登
地
区
：
九
十
九

五
、
病
害
虫
の
発
生
状
況

・
苗
立
枯
病
（
カ
ビ
、
褐
条
病
、
籾
枯
細
菌

病
な
ど
）
や
ム
レ
苗
は
微
発
生
で
し
た
。

・
い
も
ち
病
の
発
生
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

・
紋
枯
病
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
よ

り
少
発
生
で
し
た
。

・
河
北
潟
沿
岸
部
を
中
心
に
、
イ
ナ
ゴ
の
発

生
が
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度

水
稲
生
育
概
況
（
生
育
観
測
田
）

品　種 等　級 検査数量 比　率

コシヒカリ

１等米 102,098 92.4%
２等米 8,314 7.5%
３等米 78 0.1%
集　計 110,490 100.0%

ゆめみづほ
１等米 59,138 87.8%
２等米 8,243 12.2%
集　計 67,381 100.0%

ほほほの穂
１等米 4,255 86.4%
２等米 672 13.6%
集　計 4,927 100.0%

ひゃくまん穀
１等米 1,953 92.4%
２等米 160 7.6%
集　計 2,113 100.0%

ミルキークィーン
１等米 411 62.7%
２等米 244 37.3%
集　計 655 100.0%

その他うるち 
１等米 173 42.4%
２等米 235 57.6%
集　計 408 100.0%

五百万石
１等米 1,701 100.0%
集　計 1,701 100.0%

カグラモチ

１等米 467 92.8%
２等米 13 2.6%
３等米 23 4.6%
集　計 503 100.0%

白山もち

１等米 623 75.0%
２等米 188 22.6%
３等米 20 2.4%
集　計 831 100.0%

石川糯24号
１等米 595 98.3%
２等米 10 1.7%
集　計 605 100.0%

新大正糯
２等米 43 100.0%
集　計 43 100.0%

総　計 189,657 ー
１等合計 171,414 90.4%

平成29年産米集荷・検査状況 平成29年11月20日現在



かほくじぃ～んかほくじぃ～ん

12

　
「
笑
顔
ほ
く
ほ
く
秋
祭
り
二
〇
一
七
」

が
十
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
に
っ
こ
り
百
彩
会
の
作
品
展	

示
と
介
護
相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

毎
年
な
が
ら
百
彩
会
各
チ
ー
ム
の
力
作

が
並
び
ま
し
た
。
協
力
員
の
み
な
さ
ん	

・
利
用
会

員
の
み
な

さ
ん
と
力

を
合
わ
せ

て
作
っ
た

大
き
な
作

品
。
一
人

ひ
と
り
が

工
夫
を
凝

ら
し
、
頭

や
手
先
を

使
っ
て
出	

来
上
が
っ

た
個
性
的
な	

作
品
の
数
々
。	

「
ど
う
や
っ

て
作
っ
て
い	

る
の
か
な
ぁ
」	

「
皆
さ
ん
、
す	

ご
い
な
ぁ
」

と
手
に
取
る

た
び
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
前
日
に

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
初
め
て
そ
の
展
示
作
品
の
前

で
介
護
相
談
も
行
い
ま
し
た
。
福
祉
用	

具
の
メ
デ
ィ
ぺ
ッ
ク
様
の
協
力
の
も
と
、	

血
圧
計
と
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
体

組
成
計
で
カ
ラ
ダ
ま
る
ご
と
チ
ェ
ッ
ク	

（
体
脂
肪
率
・
基
礎
代
謝
量
・
筋
肉
量	

・
内
臓
脂
肪
レ
ベ
ル
な
ど
が
測
れ
る
測

定
器
）」
を
置
き
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も

行
い
ま
し
た
。
立
ち
寄
っ
て
下
さ
っ
た

方
と
お
話
し
し
て
い
る
と
、
ど
の
方
も

健
康
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
当
日
は
た

く
さ
ん
の
方
に
作
品
の
見
学
と
共
に
、

介
護
相
談
ブ
ー
ス
に
も
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に

感
謝
で
す
。

　
今
後
も
福
祉
課
は
専
門
職
と
し
て
の

力
量
ア
ッ
プ
と
地
域
貢
献
の
両
輪
で
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

�

ほ
の
ぼ
の
ヘ
ル
プ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

�

東
　
知
恵
美

みんなの力

　先日、金沢市
才田町の家畜市
場で北陸３県の	
品評会が行われ、	
雌の「あき3004」	
がグランドチャ
ンピオンに選ば
れました。２年
連続３回目の受
賞となり、ただ
ただ驚いていま
す。
　さて、酪農家

で育った私は、36歳のときに金沢市から河北潟へ移住して
きました。22歳で家業を手伝い、本格的な仕事をしたのは
24歳からでした。その当時は、早朝から夜中まで働かなけ
ればできない仕事。また、円相場の影響や口蹄疫問題など厳
しい状況下のときもありました。
　今では技術や機械化が進み、事業も安定しているおかげ
で、趣味のゴルフでいろいろな人とのつきあいなどで楽しみ
ながら、毎日仕事に励んでいます。
　47年酪農一筋です。

農事組合法人 たにうち牧場
代表理事 谷内 潤二郎さん

内灘町

　私の毎日は、地元の民生委員をはじめ、ボランティアなど
の活動が中心です。地域の活性を図り、みんなが少しでも安
心して生活維持ができるように取り組んでいます。
　そういう中、時間を作り、楽しんでいることは「珠洲焼」
のコレクションを眺めること。また、その作品にどの花が似
合うか考えて野山を歩き、山野草を探すことです。本当に癒
されます。
　時折、珠洲焼資料館で作品を見つめ、買い求めます。帰り
は輪島などに寄り、お風呂に浸かるなどミニ旅行気分で楽し
んで来ます。
　定年後、機会があって珠洲市立珠洲焼資料館に立ち寄り、
初めて「珠洲焼」を目にしたときの衝撃が忘れられず、今に
至っています。

津幡町  刈本 俊雄さん

私 の 趣 味
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料理レシピ
募集

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使
ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームペ
ージで紹介したいと思いますので、皆さんのご
自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の
方も、併せて募集しています。
　たくさんのレシピをお待ちしております。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）
４．一言コメント
５．写真

宛先
〒929-0326
河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局

※レシピが多い場合は、リバノス編
　集局で選定させていただきます。

※１～５の事項を必ず
　ご記入ください。

ご飯をおいしく
食事を楽しく

ブリ切り身……… ２切れ
ダイコン………… 1/4本
トマト……………… １個
バジル……………… ３枚
（なければパセリでも可）
おろしショウガ…小さじ１
ショウガの皮……… 適宜
こしょう…………… 適宜

煮汁
　かつおだし
　 …… １と1/2カップ
　しょうゆ… 1/4カップ
　みりん…… 1/4カップ
　料理酒…… 1/4カップ
　砂糖…… 大さじ２～３

（好みで）

「キッチン晴人」のオーナーシェフ 永井　智一　氏

洋風ブリダイコン洋風ブリダイコン

　煮汁の煮詰め加減、砂糖の分量はお好みで。

作り方
❶　ダイコンは厚さ１㎝ほどに切り、面取りし軟らかくなるまで下ゆ
でする。

❷　ブリの切り身は沸騰した湯で霜降りにし、水に落とす。
❸　鍋に煮汁の材料、下ゆでしたダイコン、霜降りにしたブリ、ショ

ウガの皮を入れ、強火にかける。
❹　煮汁が1/3ほどになったらさいの目に切ったトマト、バジル、お
ろしショウガを入れ、器に盛り付け、こしょうを掛けて出来上が
り。

（２人分）
材　料

ダイコン飯ダイコン飯

作り方

材　料
（３人分）

❶ 米をといで、ざるにあげておく。ダイコン・ニンジンはさいの目
に、ひじきは水に漬けて戻しておく。

❷　❶の材料と合わせだしを炊飯器に入れ、炊き込みモードで炊き
上げる。

❸　炊き上がったら蒸らしてかき混ぜ、器に盛り付ける。　炊き込みご飯を万能の合わせだしで、具材を変
えていろいろ炊いてみましょう。

米…………………… ２合
ダイコン………10㎝ほど
ニンジン………… 1/4本
乾燥ひじき…… 大さじ１

合わせだし
　かつおだし
　 ………… 3/4カップ
　薄口しょうゆ
　 …………… 小さじ２
　みりん……… 小さじ２
　料理酒……… 小さじ２
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の
運勢
１月 水瓶座

1/20 ～ 2/18

【全体運】サービス精神旺盛に行動すれば、徐々にスムーズな流れを引き寄せられる期間。思いやりや周囲との協調が大事
【健康運】うっかりしやすい。小さなけがに注意を　　【幸運の食べ物】こんにゃく

今
年
は「
直
売
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

　

今
年
も
お
い
し
い
野
菜
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
一
月
は
例
年
ど
お
り
菜
園
計
画
を
つ

く
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
が
、
昨
年
を
参

考
に
し
て
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。
今

年
は
直
売
コ
ー
ナ
ー
へ
の
出
荷
に
挑
戦
し

て
み
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

毎
月
一
か
ら
二
品
目
ほ
ど
新
し
い
品
種
の

特
性
や
商
品
と
し
て
の
魅
力
、
栽
培
の
要

点
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

じ
ゃ
が
い
も

　

一
昔
前
は
じ
ゃ
が
い
も
と
い
え
ば
、
男

爵
と
メ
ー
ク
イ
ン
で
し
た
が
、
近
年
い
ろ

い
ろ
な
品
種
が
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。

我
が
家
は
昨
年
男
爵
と
キ
タ
ア
カ
リ
と
十

勝
こ
が
ね
を
栽
培
し
ま
し
た
。
老
母
が
じ

ゃ
が
い
も
は
男
爵
が
一
番
と
言
う
の
で
男

爵
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
直
売
所
で
は
い

ろ
い
ろ
な
品
種
が
あ
る
と
選
ぶ
楽
し
み
が

増
え
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

私
が
こ
れ
ま
で
に
栽
培
し
て
み
た
品
種
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。（
現
代
農
業
に
載

っ
て
い
た
品
種
紹
介
記
事
も
参
考
）
カ
ラ

フ
ル
な
皮
色
と
形
、
調
理
に
合
わ
せ
た
品

種
な
ど
品
種
特
性
を
前
面
に
宣
伝
し
て
直

売
所
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

・
男
爵　

食
味
は
ホ
ク
ホ
ク
系
で
煮
崩
れ

し
や
す
い
芋
で
す
。
不
動
の
人
気
が
あ

り
ま
す
。

・
と
う
や　

休
眠
は
男
爵
と
同
じ
。
し
っ

と
り
系
煮
崩
れ
し
に
く
い
。
掘
り
た
て

が
お
い
し
い
芋
で
す
が
男
爵
並
の
貯
蔵

性
は
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
カ
の
ひ
と
み　

休
眠
が
極
め
て
浅

く
小
芋
で
収
量
性
は
低
い
。
肉
色
は
黄

色
で
し
っ
と
り
系
の
煮
崩
れ
し
に
く
い

品
種
、
栗
の
よ
う
な
風
味
が
売
り
文
句

で
す
が
、
栗
は
連
想
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
休
眠
が
浅
い
品
種
は
秋
植
え
も
可

能
で
す
。
春
収
穫
し
た
小
芋
を
秋
に
定

植
す
る
と
数
は
少
な
い
な
が
ら
メ
ー
ク

イ
ン
並
の
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
が
お
す
す
め
で
す
。

・
ア
ン
デ
ス
レ
ッ
ド　

休
眠
は
浅
く
男
爵

並
の
大
き
さ
で
す
。
八
月
頃
に
は
芽
が

出
る
の
で
、
秋
植
え
に
も
利
用
で
き
ま

す
。
名
前
の
と
お
り
皮
は
赤
い
の
で
す

が
肉
色
は
黄
色
、
ほ
く
ほ
く
系
で
煮
崩

れ
し
や
す
い
芋
で
す
が
、
お
い
し
い
で
す
。

・
キ
タ
ア
カ
リ　

一
株
当
た
り
の
芋
数
は

や
や
多
め
。
多
肥
栽
培
で
大
き
い
芋
の

割
合
は
増
え
ま
す
が
、
中
心
空
洞
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
男
爵
よ
り
芽

は
浅
め
で
赤
い
の
が
特
徴
で
す
。
肉
色

は
白
、
ホ
ク
ホ
ク
系
で
煮
崩
れ
し
や
す
い
。

・
ノ
ー
ザ
ン
ル
ビ
ー　

メ
ー
ク
イ
ン
の
よ

う
な
芋
形
で
皮
色
、
肉
色
と
も
赤
で
す
。

色
と
形
か
ら
さ
つ
ま
い
も
に
見
え
る
事

が
あ
り
ま
す
。
し
っ
と
り
系
で
煮
崩
れ

し
な
い
芋
で
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
に
す
る

と
桜
色
に
な
り
ま
す
。

・
シ
ャ
ド
ー
ク
イ
ー
ン　

メ
ー
ク
イ
ン
の

よ
う
な
芋
形
で
皮
色
・
肉
色
と
も
紫
で

す
。
じ
ゃ
が
い
も
に
は
な
い
紫
色
で
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
ポ
テ
ト
サ
ラ

ダ
に
す
る
と
薄
い
紫
色
に
な
り
ま
す
。

先
の
品
種
と
組
み
合
わ
せ
る
と
彩
り
豊

か
な
サ
ラ
ダ
に
な
り
ま
す
。
紫
色
は
ア

ン
ト
シ
ア
ニ
ン
と
い
う
色
素
で
す
が
、

水
に
溶
け
や
す
い
の
で
茹
で
汁
に
色
が

つ
き
ま
す
。

・
十
勝
こ
が
ね　

休
眠
は
極
長
、
十
一
月

上
旬
頃
ま
で
芽
が
出
な
い
の
で
長
期
貯

蔵
が
で
き
ま
す
。
芋
は
大
き
く
収
量
も

多
い
品
種
で
す
。
ホ
ク
ホ
ク
系
で
煮
崩

れ
し
に
く
い
芋
で
す
。

栽
培
す
る
時
の
注
意
点

一　

種
芋
は
病
気
の
な
い
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
秋
栽
培
も
で
き
ま
す
よ
と
前

述
し
ま
し
た
が
、
販
売
す
る
際
は
毎
回

種
芋
を
更
新
し
ま
し
ょ
う
。

二　

種
芋
の
浴
光
催
芽　

種
芋
は
光
に
当

て
て
か
た
い
丈
夫
な
芽
を
育
て
ま
す
。

特
に
休
眠
の
長
い
十
勝
こ
が
ね
な
ど
は

萌
芽
を
確
認
し
て
種
芋
を
切
り
分
け
て

く
だ
さ
い
。

三　

病
害
虫
の
防
除

・
そ
う
か
病
と
粉
状
そ
う
か
病　

皮
が

か
さ
ぶ
た
状
に
な
る
た
め
商
品
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
両
者
は
見
た
目
で
は

区
別
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

病
原
菌
は
土
壌
中
で
生
存
し
、
数
年

の
間
生
存
可
能
で
す
。
そ
う
か
病
は

酸
性
で
発
病
し
に
く
い
の
で
、
苦
土

石
灰
の
多
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
紛
状
そ
う
か
病
は
酸
性
土

壌
で
発
病
し
や
す
く
な
り
、
排
水
不

良
で
助
長
さ
れ
ま
す
。
両
病
気
と
も

効
果
的
な
防
除
方
法
は
な
い
の
で
初

発
生
で
圃
場
を
変
え
て
輪
作
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
疫
病
・
夏
疫
病　

男
爵
や
十
勝
こ
が

ね
は
、
特
に
弱
い
の
で
防
除
が
必
要

で
す
。
花
芽
が
見
え
た
時
、
そ
の
後

七
か
ら
十
日
毎
に
一
か
ら
二
回
ダ
コ

ニ
ー
ル
一
〇
〇
〇
か
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ

ン
水
和
剤
で
防

除
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

さ
ぁ
作
ろ
う
！

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

 

森
田　

惠
子
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の
運勢
１月 魚　座

2/19 ～ 3/20

【全体運】対人運が活性化します。初対面の相手ともすんなり打ち解け合えるはず。グループレジャーにもつきがありそう
【健康運】体力増強に良い時期。スポーツに励んで　　【幸運の食べ物】甘エビ

　

十
二
月
！
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
感
じ

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
時
に

は
花
を
眺
め
て
一
息
つ
く
の
も
い
い
か

な
と
、「
そ
く
さ
い
か
ん
」
へ
出
向
き

ま
し
た
。
寒
い
日
で
し
た
が
、
シ
ク
ラ

メ
ン
、
プ
リ
ム
ラ
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
な

ど
の
鉢
物
が
多
く
並
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
目
を
引
い
た
の
が
、
葉
の
つ

や
つ
や
し
て
い
る
光
沢
ハ
ボ
タ
ン
で
し

た
。「
光
子
ロ
イ
ヤ
ル
」
な
ど
光
子
〇

〇
シ
リ
ー
ズ
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
、
七
年
前
に
新
品
種
と
し
て
出
回
り
、

葉
色
も
紅
白
に
加
え
て
黒
色
の
ハ
ボ
タ

ン
ま
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
目
に

さ
れ
て
い
な
い
方
は
一
度
ご
覧
に
な
る

と
面
白
い
で
す
よ
。
ち
な
み
に
、「
光
子
」

の
名
前
は
品
種
育
成
者
の
お
母
さ
ん
の

名
前
だ

そ
う
で

す
。
い

い
で
す

ね
！

　

さ
て
、
今
回
は
前
述
し
ま
し
た
冬
の

花
鉢
物
管
理
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

◆
プ
リ
ム
ラ
（
ジ
ュ
リ
ア
ン
タ
イ
プ
） 

　

プ
リ
ム
ラ
は
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
仲
間
で
、

寒
さ
に
対
し
て
比
較
的
強
く
、
四
月
こ

ろ
ま
で
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
植
替
え
】

購
入
鉢
が

三
〜
三
・

五
号
ポ
ッ

ト
の
場
合

は
、
肥
料

入
り
の
鉢

物
用
培
養

土
で
一
、
二
ま
わ
り
大
き
な
鉢
や
プ
ラ

ン
タ
ー
に
植
替
え
ま
す
。
寒
い
時
期
な

の
で
根
鉢
を
崩
さ
ず
に
、
根
鉢
の
周
り

に
土
を
増
や
す
つ
も
り
で
植
替
え
ま
す
。

【
置
き
場
所
】
明
る
い
と
こ
ろ
を
好
み

ま
す
。
夜
間
五
℃
以
下
に
な
ら
な
い
場

所
で
、
昼
夜
の
温
度
差
を
少
な
く
す
る

と
花
持
ち
が
よ
く
、
蕾
や
新
葉
の
発
生

も
よ
く
な
り
ま
す
。
光
が
不
足
す
る
と

花
色
が
あ
せ
、
花
着
き
が
悪
く
な
り
ま

す
。
ま
た
暖
房
の
効
い
た
光
不
足
の
室

内
で
は
、
花
首
が
弱
々
し
く
な
り
葉
も

黄
ば
み
元
気
が
な
く
な
り
ま
す
。

【
水
や
り
】
鉢
土
の
表
面
が
乾
い
た
ら

た
っ
ぷ
り
と
与
え
ま
す
。
花
の
上
か
ら

水
を
や
る
と
灰
色
カ
ビ
病
な
ど
病
気
や

腐
敗
の
原
因
に
な
る
の
で
、
株
元
に
や

り
ま
す
。

【
肥
料
】
肥
料
が
切
れ
る
と
次
の
花
の

発
生
が
遅
く
、
数
も
少
な
く
な
く
な
る

の
で
、
開
花
中
は
肥
切
れ
し
な
い
よ
う

に
緩
効
性
の
化
成
肥
料
を
月
に
一
度
施

す
か
、
液
肥
を
十
日
に
一
度
水
や
り
を

兼
ね
て
与
え
ま
す
。

◆
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

　

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
は
、
メ
キ
シ
コ
原
産

の
低
木
で
、
花
の
少
な
い
時
期
に
真
っ

赤
な
花
＝
苞
（
ほ
う
：
花
を
包
む
葉
）

を
付
け
る
の
で
ク
リ
ス
マ
ス
に
人
気
が

あ
り
ま
す
。
本
当
の
花
は
苞
の
中
心
で

小
さ
く
咲

い
て
い
ま

す（
図
１
）。

花
が
咲
か

な
い
と
苞

は
色
付
き

し
ま
せ
ん
。

【
温
度
管
理
】
寒
さ
に
弱
く
雪
や
霜
に

当
た
る
と
枯
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
室

内
の
日
当
た
り
の
良
い
暖
か
い
場
所
に

置
き
、
夜
は
十
℃
以
下
に
な
ら
な
い
よ

う
注
意
し
ま
す
。
ま
た
、
昼
夜
の
温
度

差
が
十
℃
以
上
に
な
る
と
枯
れ
や
す
く

な
る
た
め
、
日
中
は
暖
房
の
効
い
た
部

屋
よ
り
日
当
た
り
を
優
先
し
、
生
育
中

は
十
〜
二
十
℃
で
の
管
理
が
理
想
で
す
。

【
水
や
り
と
肥
料
】
乾
燥
気
味
に
管
理

し
ま
す
。
水
や
り
は
鉢
土
の
表
面
が
乾

い
た
一
、
二
日
後
に
鉢
底
か
ら
水
が
出

る
程
度
を
与
え
ま
す
。
こ
の
間
に
葉
が

し
お
れ
そ
う
で
し
た
ら
霧
吹
き
で
葉
水

を
し
ま
す
。
受
け
皿
に
溜
ま
っ
た
水
は

す
ぐ
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
肥
料
は
多

く
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
肥
切
れ
す

る
と
花
（
苞
）
の
色
が
薄
れ
、
葉
が
黄

ば
み
、
落
葉
し
や
す
い
の
で
、
二
週
に

一
度
液
肥
を
与
え
ま
す
。

◆
デ
ン
マ
ー
ク
カ
ク
タ
ス
（
シ
ャ
コ
バ

サ
ボ
テ
ン
）

　

蕾
付
き
の
株
を
購
入
し
た
が
、
家
に

持
ち
帰
る
と
花
が
咲
か
ず
に
蕾
が
落
ち

て
し
ま
う
、
こ
ん
な
経
験
を
さ
れ
た
こ

と
は
な
い
で
す
か
。
温
室
で
育
っ
た
株

は
、
小
さ
な
蕾
ほ
ど
環
境
の
変
化
に
弱

く
、
購
入
後
蕾
が
落
ち
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
購
入
時
は
で
き
る
だ
け
長
さ
一

・
五
〜
二
㎝
以
上
の
大
き
な
蕾
を
着
け

た
、
葉
に
つ
や
の
あ
る
株
を
選
ぶ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【
置
き
場
所
と
水
や
り
】
日
当
た
り
が

よ
い
明
る
い
場
所
に
置
き
ま
す
。
光
不

足
や
、
鉢
土
の
過
湿
、
温
風
な
ど
に
よ

る
乾
燥
で
蕾
が
落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

乾
燥
防
止
の
た
め
株
全
体
に
霧
吹
き
を

す
る
の
も
効
果
的
で
す
。
肥
料
は
月
に

一
回
水
や
り
を
兼
ね
て
ハ
イ
ポ
ネ
ッ
ク

ス
な
ど
の
液
肥
を
与
え
ま
す
。

◆
ハ
ボ
タ
ン
、
シ
ク
ラ
メ
ン
に
つ
い
て

は
リ
バ
ノ
ス
二
七
二
号
、
二
七
三
号

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
ど
う
ぞ
良
い
お

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

真
冬
に
楽
し
む
花
鉢
物
の
管
理

田
中　

和
人

光子ロイヤル

花色豊富なジュリアン

図１　花（円中心部）と苞（葉）
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お便りお便り
コーナーコーナー

川 

柳
川 

柳

　　「料理レシピ」をいつも参考にしてい
ます。料理のレパートリーがまたふえまし
た。 かほく市　今村　志津子
「ご飯をおいしく 食事を楽しく」は皆さん
から好評で、参考にされている方々からご
意見をいただいております。ありがとうご
ざいます。
　 　
　　さむくなって畑がさびしくなりました。
あんなに元気だった雑草までしぼんで小さ
くなっているようです。さーて、春のため
に畑のあと片づけやら玉ねぎの植えつけの
ための準備をいたしましょうか。
 内灘町　荒木　好美
家庭菜園にとって、冬は土づくりの季節と
いわれています。これまでに栽培した作物
の残りを整理し、春に向けて土の準備をし

ましょう。土の中の有機質や微生物量が多
いほど、肥料の効きや病害虫に強くなり、
肥料や農薬の量を減らすことができ、安全
・安心で美味しい野菜を育てることができ
るそうですよ。
　 　
　　「スマイルスクール」写真をみて、な
つかしくなります。又、受講したいですね。
 津幡町　吉田　留里子
おかげさまでスマイルスクールは、第６期
生まで活動が広がりました。来年１月には、
第７期生の入学式を予定しています。OB
の方々の活躍がレールとなって継続されて
います。ありがとうございます。

　　ほくの里焼きを買い、裏側を見たら廻
しもしっかり締めていてかわいかったです。
味もおいしかったです。
 かほく市　江上　美雪
「ほくの里焼き」お買い上げいただきまし
てありがとうございます。形をはじめ、サ
クサクとした皮の中に餡がたっぷり入って
いますから、好評をいただいております。
先日の笑顔ほくほく2017秋祭りでは、津
幡町産のいけなら紫を使ったいけなら紫餡
入りを販売しました。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
＜お便りのあて先＞
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
 JA石川かほくリバノス編集局

 

石
本
よ
し
一 

選

題
「
酒
」

● 

秀酒
蔵
の
男
の
汗
が
味
に
で
る

 

河
合　

雅
子
（
津　

幡
）

● 

佳
作

合
格
の
子
に
父
が
酔
う
祝
い
酒

 

二
羽
ト
モ
子
（
南
中
条
）

薬
に
も
命
取
り
に
も
な
る
お
酒

 

洞
庭　
　

泰
（
川　

尻
）

酒
や
め
た
と
焼
酎
飲
ん
で
る
旦
那
さ
ま

 

押
切　

幸
子
（
川　

尻
）

禁
酒
し
て
学
校
建
て
た
村
誇
り

 

藤
沢　

充
子
（
瓜　

生
）

百
薬
の
長
と
思
っ
て
ち
び
り
飲
む

 

長
谷　

豊
枝
（
牛　

首
）

● 

入
選

仂
い
た
満
足
感
に
呑
む
お
酒

 

𠮷
本　

成
子
（
気　

屋
）

た
っ
ぷ
り
の
酒
が
物
言
う
隠
し
事

 

古
林　

照
子
（
長
柄
町
）

ス
ト
レ
ス
を
一
と
き
消
し
て
い
る
お
酒

 

善　

す
ず
え
（
川　

尻
）

一
日
の
疲
れ
を
癒
す
酒
の
味

 
河
本　

巴
子
（
内
日
角
）

わ
が
家
で
は
酒
は
料
理
の
お
共
で
す

 

澤
本　

昭
子
（
内
日
角
）

酒
と
す
し
日
本
の
食
が
海
越
え
る

 

福
田　

貞
子
（
岩　

崎
）

本
を
読
み
酒
を
飲
ん
で
る
至
福
時

 

松
村
小
夜
子
（
岩　

崎
）

酒
タ
バ
コ
止
め
た
あ
な
た
へ
二
重
丸

 

𠮷
田　

順
子
（
舟　

橋
）

晩
酌
は
こ
の
上
も
な
い
明
日
の
糧

 

村
田　

由
枝
（
竹　

橋
）

寒
い
日
は
酒
か
す
汁
で
暖
ま
る

 

越
野　
　

香
（
二
ツ
屋
）

ほ
ど
ほ
ど
の
酒
量
夫
婦
で
意
見
割
れ

 

加
藤　

秀
子
（
五
反
田
）

自
家
製
の
梅
酒
自
慢
の
送
り
物

 

竹
田　

盈
子
（
緑
が
丘
）

喜
び
に
悲
し
み
の
席
酒
ま
と
め

 

専
能　

専
父
（
能　

瀬
）

ス
ト
レ
ス
を
ほ
ぐ
す
一
合
飲
む
お
酒

 

前
山
優
美
子
（
太　

田
）

題
「
家
」

笑
顔
あ
る
家
が
み
ん
な
の
よ
り
所

 

加
藤　

初
美
（
牛　

首
）

愛
妻
家
時
が
流
れ
て
恐
妻
家

 

松
田　

妙
子
（
浅　

田
）

共
働
き
家
事
分
担
も
板
に
つ
き

 

上
野
喜
代
美
（　

森　

）

家
庭
持
ち
親
の
気
持
が
良
く
わ
か
り

 

井
田　

宏
子
（
井
野
河
内
）

評　

良
い
酒
は
、
良
い
米
が
あ
る
こ
と
、
良
い
水
が

あ
る
こ
と
、
そ
の
上
に
寝
食
を
忘
れ
た
、
男
た
ち
の

汗
が
作
り
出
し
て
い
る
。

　

糀
菌
も
生
き
て
い
る
。
微
妙
な
温
度
管
理
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
一
晩
中
気
の
抜
け
な
い
温
度
調
節

も
あ
る
よ
う
だ
。

　

お
客
さ
ま
に
、
自
慢
の
酒
を
届
け
る
た
め
に
、
杜

氏
さ
ん
の
経
験
と
勘
が
仂
い
て
い
る
。

　

今
年
も
ま
た
、
銘
酒
と
言
わ
れ
る
良
い
酒
が
で
き

る
こ
と
を
祈
る
。

三
月
号
題 

「
満
」
三
句
マ
デ

　
●
締
切
り　
　
一
月
十
日
必
着

四
月
号
題 

「
腹
」
三
句
マ
デ

　
●
締
切
り　
　
二
月
十
日
必
着

＜

投
句
先＞

〒
九
二
九
ー
〇
三
〇
八 

津
幡
町
字
菩
提
寺
ワ
三

 

石
本
よ
し
一　
宛　

※
投
句
の
際
、
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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　今回は、デイサービスに隣接しているビニールハウ
スでの農作業の様子を紹介いたします。
　ハウスの外では、利用者と一緒に小松菜、ほうれん
草、水菜を植えました。皆様と和気あいあいとお話を
しながら作業することができ、利用者にとって畑を持
っていても今はもうされていない方々がとても楽しそ
うに取り組まれていました。
　ハウスの中では、イチゴ、大根、ほうれん草をベジ
トラグと呼ばれる車椅子の方は座ったままで、また

立ったまま
の方は中腰
にならずに
作業できる
ものを使用
し、JA グ
リーンかほ
くの山辺さ
んが指導に
来ていただ

き、利用者とスタッフ
で植えることが出来ま
した。一つ一つの工程
を教わりながら丁寧に
植えられ、収穫をとて
も楽しみにされておい
でました。
　直接このような機会に土に触れ、利用者の笑顔を見
たり話を聞いたりすると、やっぱり農作業を行うこと
は大切なことだと感じ、心身の健康のために必要なこ
とだと改めて思います。
　体を鍛えて強くしていくことも大切ですが、ほのぼ
のデイサービスでは心の健康も維持・向上していける
様々なプログラムを考えています。
　これからも利用者との関わりを深めながら心身のサ
ポート支援をしていくことを念頭にスタッフ一同、頑
張っていきます。
 ほのぼのデイサービス管理者
 岩本　大輝

　女性大学スマイルスクール６期生20人が11月28日、第９
回講座「ボディプロデュース～ヨガ・ちょいトレ～」を当JA
本店で受講しました。今回の講座は、有酸素運動とヨガで心
身を整えるもの。
　インストラクターの寺田美穂さんと真田裕美さんの指導の
もと、ストレッチからスクワット、ラップル、腕立てなど５
つの運動を３セット行いました。１セット終了すると「はぁ
ー」とため息気味でしたが、小休止後寺田さんから「意識す
ることが大切ですよ！楽しくやりましょう」「呼吸をしっか
り、止めてはいけません」などと声をかけられ、また「ぎっ
くり腰になる原因は、息が止まっているときですよ」とアド
バイスを受けるなど、３セットをやり遂げました。
　ヨガでは、真田さんから語源や効果、呼吸の大切さを学び
ました。リラックスした中でいろいろなポーズを行い、日常
使っていない関節や筋肉を動かし
ました。また呼吸に集中すること
で体や心が落ち着き、バランスが
とれることを体感しました。
　受講生は「意識すること」、「し
っかり呼吸すること」、「無理をし
ないこと」の３つを学び、心身と
もリフレッシュしました。

スマイルスクールスマイルスクール
ボディプロデュースでリフレッシュ ６期生

　女性大学スマイルスクール５期生の第19回講座が11月
17日、津幡町の条南コミュニティプラザで開催され、受
講生30人が「こんにゃく作り」に挑戦しました。５月の
第14回講座でプランターに定植した“こんにゃく芋”を
各自で管理し、育てたものを使用。石川県県央農林総合事
務所の大徳真理子さんと松野由莉さんが指導を行い、自家
製の魅力などを伝えました。
　受講生全員、こんにゃく作りは初体験。５つのグループ
に分かれ、各自が持参した「こんにゃく芋」を切る作業か
らミキサーするなどの下ごしらえを、受講生は協力して作
業を進めました。
　次に、トロトロ状のこんにゃく芋に凝固剤を入れ、しっ
かりとこね、空気がタッパなどの下に入らないように注意
しながら、注ぎ固めて作業は終了しました。
　少し手間ひまがかかりました
が、手作りこんにゃくとあって
受講生は「自分で育てた芋で楽
しく、こんにゃく作りが体験で
きて大変よかった」など、完成
後の会話を楽しんでいました。
　第５期生の講座は今回で終了
し、12月には卒業を迎えます。

自家製の魅力を体験 ５期生

ほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービス新着情報

実演を交えて指導を行う
大徳さんと松野さん ヨガに集中する受講生ら



クロスワード
クイズ頭の体操？
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１　画数を意識して付ける人もい
ます

３　歯を抜くときにかけます
６　乗り物を使わない移動手段
８　マグロの身のうち脂の多い部
分

９　木偏に南と書くと
11　読みかけの本に挟む物
13　運転席の横にあります。自動
車を止めておくときに引きま
す

16　手荒れ防止に──クリームを
塗った

17　損の反対語
18　秒と時の間
19　「領収書の宛名は？」「──様
でお願いします」

21　芸能人のサイン──が飾られ
た店

22　雨交じりの雪のこと

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何でしょうか？

タテのカギ ヨコのカギQ

P R E S ENT

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町字清水チ329
　　　　　　JＡ石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　１月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス３月号

11月号クイズ当選者

● 西尾　勝栄 さん
● 大西　貞子さん
● 澤本　　進 さん
● 松井　悦子 さん
● 瀬戸　暎子 さん

〈答え〉コハルビヨリ

１　セリ・ナズナ・ゴギョウ・ハ
コベラ……といえば

２　平成30年は戊戌（つちのえ
いぬ）です

４　通りのこと。メイン──
５　白黒写真からは伝わらないも
の

７　レーズンと呼ばれることも
10　米と水を入れてセットします
12　男性の方がよく使う一人称
14　ベトナムの通貨単位
15　襟が緩んだり帯がほどけたり
18　竹の幹にできる区切り
20　彼女は満面の──を浮かべた

第8回 理事会だより 平成29年11月29日（水）開催

●報告・検討事項
⑴　平成29年10月末事業実績について
⑵　内部監査品質評価結果の報告について
⑶　理事と組合との契約締結の報告について
⑷　下期賞与支給について
⑸　半期情報の開示（ディスクロージャー）について
⑹　平成29年産大豆仮渡金について
⑺　自己改革事前試行調査の実施について
⑻　年末年始業務予定について
⑼　その他

農業で地域活性化

●支店活性化委員から、こんにちは！●

　津幡支店活性化委員会 副委員長の瀧川　悟です。
　近年、農業を取り巻く環境は農業者の高齢化、農業人口の減
少等で大変厳しい状況になっております。その中でも生き残っ
ていくには、地域の活性化が不可欠と思います。
　私も農家の一員として、農業を通じて地域に貢献できればと
思い、農地集約、規模拡大に努めています。
　また、消費者に「安心・安全」な農産物を提供するため、環
境に優しい農業栽培を行なっています。
　JAに対しては今後の農業政策について、
農業者の所得増大、農業生産の拡大等の実現
に向けてがんばってほしい。そのた
めに微力ながら、JAの活性化に協
力していきたいと思っています。

 津幡支店 活性化委員会

 副委員長  瀧川　悟



健
康
百
科
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最
近
「
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
」
が

増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
肺

炎
は
こ
れ
ま
で
の
肺
炎
と
ど
う
違
う
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
予
防
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

肺
炎
は
、
細
菌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病

原
体
に
感
染
し
て
起
こ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
近
年
増
え
て
い
る
の
が
マ
イ

コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
で
す
。
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
と
は
微
生
物
の
一
種
で
、
細
菌
と

ウ
イ
ル
ス
の
中
間
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
を

し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
の
症
状
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
も
似
て
い
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
突
然
、
高
熱
や

関
節
痛
な
ど
が
生
じ
る
の
に
対
し
、
マ

イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
で
は
、
二
〜
三
日

か
け
て
だ
ん
だ
ん
と
症
状
が
強
く
な
る

と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
や

若
い
年
代
の
人
に
多
い
の
で
す
が
、
お

年
寄
り
に
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

症
状
の
特
徴
は
、
頑
固
な
せ
き
で
す
。

た
ん
を
伴
わ
な
い
乾
い
た
せ
き
が
長
く

続
き
ま
す
。
せ
き
が
軽
い
人
も
い
ま
す

が
、
多
く
は
、
夜
眠
れ
な
い
ほ
ど
の
激

し
い
せ
き
が
出
ま
す
。
た
ん
は
透
明
か
、

白
っ
ぽ
い
た
ん
で
す
。
高
熱
が
出
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
微
熱
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
、
だ
る
さ
や
関
節
痛
、
頭

痛
、
喉
や
耳
の
痛
み
な
ど
が
現
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
ば
し
ば
風
邪
や
他
の
肺
炎
と
間
違

わ
れ
や
す
い
の
で
す
が
、
細
菌
性
の
肺

炎
の
治
療
に
使
わ
れ
る
通
常
の
「
抗
菌

薬
」
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
き
が

な
か
な
か
治
ま
ら
な
い
場
合
は
、
医
師

の
診
察
を
受
け
て
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

肺
炎
か
ど
う
か
、
き
ち
ん
と
診
断
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
に
は
、「
マ

イ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
」
や
「
ニ
ュ
ー
マ
イ

ク
ロ
ラ
イ
ド
系
」
の
抗
菌
薬
が
よ
く
効

き
ま
す
。

　

予
防
と
し
て
は
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

の
感
染
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
じ
く
、
手
洗
い
、
う
が
い
の
徹

底
と
、
外
出
の
際
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、

日
常
生
活

の
中
で
注

意
す
る
こ

と
が
基
本

で
す
。

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
の
予
防

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長 

松
島　

松
翠

漫
画  

ち
ゆ

❶❶❸❸

❷❷❹❹



進進めよう！めよう！
組合員組合員のためのためのめの農協改革農協改革革
進めよう！
組合員のための農協改革
めよう！

のための

櫻井 和幸さん
TAC全国表彰を受賞

　JA全農は11月16日、横浜市で「TACパワー
アップ全国大会2017」を開催、当JAの営農経済
部営農企画課主任（営農経済渉外）の櫻井和幸さ
んがTAC活動表彰を受賞しました。
　TAC（地域農業の担い手に出向くJA担当者＝
愛称タック）として、担い手を訪問し聴き取りし
た情報をもとに事業提案を行い、担い手の手取り
向上とJAグループの事業に貢献したことが賞賛
されました。

　受賞した櫻井さ
んは「地域農業者
の皆さまをはじめ、
関係者の方々のお
かげです、ありが
とうございます。
これからも頑張り
ます」と話しまし
た。

20

　今回は「地域活性化」のために生産者と消費者を結ぶ架
け橋となる「直売所を核とした地域の賑わいの創出」につ
いてお話しします。
　生産者直売所というと何を連想されるでしょうか。最初
に浮かぶのは「新鮮」ということではないでしょうか。当
JAにはJAグリーンかほく「そくさいかん」という直売所
があります。産直会員は270名で新鮮な米、野菜、果樹や
加工品などを販売しています。新鮮さに加えて、安全・安
心できることも大きな特徴となっています。消費者に地域
のおいしく、安全な食べ物を届ける拠点となるように10
年前に設置したものです。施設が古くなってきたこともあ
り、この２年間の間に大幅な店舗改装を行い、買い物に来
られる皆さんの快適性に配慮してきました。
　特徴的な取り組みとしましては、月に１回程度のイベン
トがあります。特に、人気が高いものに、産直会員による
餅つき、女性部のめった汁の提供があります。冬になりま
しても多くの消費者が来場され、大変喜ばれています。杵
つき餅は、最近見られなくなってきていることもあり、懐

かしく感じられる方も多いようです。また、地元の特産物
である「かほっくり」「長いも」「マコモタケ」「紋平柿」「ス
イカ」「ダイコン」「らっきょう」など旬を味わえる産品には
特に人気があります。最近では、加工品であるいけなら紫
の「甘納豆」「細うどん」、紋平柿の「タルト」、「まこも焼酎」、
「ブルーベリージャム」などにも人気が出てきています。
　米につきましては今年から、無洗米が出来る精米機に更
新し、消費者からの人気も高まっ
てきています。品種についてもコ
シヒカリ、ゆめみづほなどの一般
栽培に加え、架干し米や倶利伽羅
米、さらには華麗舞などの調理米、
古代米などもとり揃えています。
　いずれにしても「食」と「農」を
つなぐ懸け橋として地域ではなく
てはならない施設と考えています。
　皆さんのお出でをお待ちしてい
ます。

Vol.8

農業まつりで出品された特産物

産直会員たちによる餅つきイベント



まで

生産者直売所

生産者直売所「 　　　　　　 」
の生産者が「今年もよろしくお願い
致します」の気持ちを込めて、つき
たてのお餅をふるまいます。

1杯
100円つくも良し、

食べるも良し
ワイワイ楽しみましょう!!
なくなり次第終了します

新春フェア新春フェア新春フェア今年もよろしく
　お願い致します

新春イベント １月６日土

大好評 産直会員による

無料です

ふるまいもちつき
　　　　　　女性部による

メッタ汁

円

なくなり次第
終了します

AM11：00より
つきはじめます

AM
10：30頃
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ＪＡネットバンク
サービス

個人ネットバンク 平成30年１月１日のパソコン、携帯電話、スマホ等を利用したすべてのサービスはご利用
できません。また、１月２日・３日は8：00〜19：00までの利用となります。

法人ネットバンク 平成30年１月１日～１月３日まで休止となります。

デビットカードサービス デビットカード機能が付いたJAキャシュカードによるJ－Debit加盟店での代金決済は、１月１日・２日は休止とな
ります。また、３日は9：00〜19：00までの利用となります。

■その他サービス 

■年末年始営業時間のご案内
年／月 日 曜日 本店・支店

LPガスセンター
給油所 自動車

センター
農機

センター
配送

センター
JAグリーン 

かほく宇ノ気SS 津幡セルフSS 倶利伽羅SS

平成
29年
12月

23 土
休業

休業

7：00〜 �
 22：00

休業
8：30〜 �
 17：30 休業 休業

9：00〜 �
 19：00

24 日 8：00〜 �
 18：00 休業

25 月

8：30〜17：30 7：30〜 �
 19：30

8：30〜 �
 17：30

8：30〜 �
 17：30

8：30〜 �
 17：30

8：30〜 �
 17：30

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土
休業 休業 休業

31 日 8：00〜 �
 18：00 休業 休業 休業

平成
30年
１月

１ 月

休業 休業
8：00〜 �
 19：00 休業 休業 休業 休業

休業

２ 火

３ 水

7：00〜 �
 22：00

４ 木
8：30〜17：30 7：30〜 �

 19：30
8：30〜 �
 17：30

8：30〜 �
 17：30

8：30〜 �
 17：30 8：30〜 �

 17：30５ 金

６ 土

休業 休業 9：00〜 �
 19：00

７ 日 8：00〜 �
 18：00 休業 休業 休業

８ 月

９ 火 8：30〜17：30 7：30〜 �
 19：30

8：30〜 �
 17：30

8：30〜 �
 17：30

8：30〜 �
 17：30

8：30〜 �
 17：30

■年末年始ATM営業のご案内
年／月 日 曜日 津幡支店 宇ノ気支店 高松支店 Aコープつばた店 イオンかほく店 内灘町役場

平成
29年
12月

28 木

8：00〜21：00 8：00〜21：00 8：00〜21：00 8：00〜21：00 8：00〜21：00 9：00〜18：00
29 金

30 土

31 日

平成
30年
１月

１ 月

8：00〜21：00 8：00〜21：00 8：00〜21：00 8：00〜21：00 8：00〜21：00 9：00〜18：00

２ 火

３ 水

４ 木

５ 金

６ 土

休　　止７ 日

８ 月

※１月６日〜８日は、システム更改により全ATMおよびJAネットバンク・サービス、デビットカードサービスを休止させていただきます。




